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私たちのビジョン

10億人以上の人々を苦しめる顧みられない感染症をなくすことにより、

誰もが公平に健康を享受できる世界を目指します。

VISION

私たちのミッション

研究開発への投資とグローバルなパートナーシップを進めることにより、

日本発のイノベーションを活かし、

顧みられない感染症に立ち向かいます。

MISSION



國井 修
CEO・専務理事

中谷 比呂樹 
会長・代表理事

創設10周年の節目を迎えて

2023年、グローバルヘルス技術振興基金（GHIT Fund）は、創

設10周年を迎えました。資金拠出パートナーとスポンサーの皆さ

まの長年にわたるGHIT Fundへのご支援とご協力、顧みられ

ない感染症との闘いに対する製品開発パートナーの熱い情熱と

たゆまぬ努力、グローバルヘルス・コミュニティの固い結束力に

支えられて今日にいたりました。ここに関係者各位に改めて感謝

を申し上げます。

10年前、故・山田忠孝（Tadataka “Tachi” Yamada）氏と創業

CEOのBT スリングスビーが紙ナプキンに書いた構想から始

まったGHIT Fundは、常識にとらわれず、世界中のアイデア、コ

ンセプト、イノベーションを結びつけることで、貧困国の顧みられ

ない病気と闘ってきました。情熱とアイデアは、想像以上の力を

発揮し、開発中または承認間近の新薬はそれぞれ数千万人も

の命を救う可能性を秘めています。

この10年で累積投資額は約300億円、100件以上の研究開発

プロジェクトを支援してきました。現在も約50件のプロジェクトが

進行しており、そのうちの12件が臨床試験中です（2023年4月1

日時点）。国内外のパートナーは170機関以上におよび、日本の

製薬企業や大学と、海外のパートナー機関を結びつけ、イノ

ベーションを加速させることが私たちの役割です。

GHIT 3.0 Strategic Plan

第3期（FY2023-FY2027）は、これまで以上に研究開発の効

率化、加速化を目指し、治療薬、ワクチン、診断薬の開発を国際

的な連携によって推進していきます。第３次５ヵ年計画「GHIT 

3.0」では、「イノベーションの加速」、「製品開発の投資インパクト

を最大化」、「パートナーシップで生み出す化学反応」を戦略の3

本柱に掲げ、低中所得国を中心に蔓延する顧みられない感染

症のために、イノベーションと製品開発を推進する架け橋となる

ような国際機関を目指し邁進してまいります。

新薬開発は容易なことではありません。ひとつの薬を開発するの

に、10年以上、数百億円以上の投資が必要といわれます。この

10年で種をまき、水をやり、少しずつ成熟してきたプロジェクトが

今、実を結ぼうとしています。新薬という成果として得られる治療

薬、ワクチン、診断薬を、1日でも早く病気で苦しんでいる患者さ

んのところへ届けることにより、顧みられない感染症によりみすみ

す命を失ったり、後遺症に苦しめられたり、あるいはいわれなき

偏見にさらされたりすることを回避できると信じています。

私たちGHIT Fundは、10億人以上の人々を苦しめる顧みられ

ない感染症がなくなり、誰もが健康な世界を目指すという使命の

もと、これからも日本発のイノベーション、研究開発を促進し、

グローバルなパートナーシップを通じて顧みられない感染症に立

ち向かっていきます。ひとりではなく、皆さまと共に。

皆さまの変わらぬご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

Message from CEO and Chair

代表メッセージ
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■ = 臨床試験実施国・パートナー在籍国

2023年4月1日時点

Value of the GHIT Fund

GHIT Fundの存在価値

製品開発に参画した国内外のパートナー　　　　　　

Global Partnership

海外との連携を促進し
製品開発をより早く

Support Globalization

日本の製薬産業の国際化
ESG経営の強化に貢献

Japanese Innovation

日本の創薬技術・シーズで
グローバルヘルスに貢献

日本機関：59 海外機関：111
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2.5億人
罹患者／2021年

62万人
死亡者／2021年

アフリカ睡眠病 ハンセン病食物媒介吸虫類
感染症

住血吸虫症

包虫症
（エキノコックス）

メジナ虫症
（ギニア虫症）

狂犬病

デング熱シャーガス病
（アメリカトリパノソーマ）

嚢虫症

土壌伝播寄生虫症
（腸内寄生虫）

トラコーマ

ブルーリ潰瘍

トレポネーマ感染症
（イチゴ腫含む）

リーシュマニア症

リンパ系
フィラリア症（象皮病）

マイセトーマ

疥癬 蛇毒 

オンコセルカ症
（河川盲目症）

マラリア Malaria 

1,060万人
罹患者／2021年

160万人
死亡者／2021年

結核 Tuberculosis

16億人
罹患者／2021年

Neglected Tropical Diseases: NTDs
顧みられない熱帯病

Investment Scope

投資対象疾患

マラリアは、マラリア原虫という寄生虫によって引き起こされます。

原虫を保有した雌のハマダラカに刺されることで人に感染します。

人にマラリアを引き起こす原虫は5種類あり、その中でも、熱帯熱

マラリア原虫と三日熱マラリア原虫が脅威になっています。 

結核は、世界の10大死因のひとつで、細菌（結核菌）によって起こり、

多くは肺で発症します。空気感染によって人から人に広がります。

H I V感染者の死亡の第一原因となっており、多剤耐性結核

（MDR-TB）は公衆衛生上の危機であり、ヘルスセキュリティ上の

脅威になっています。

顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases: NTDs）は

世界保健機関が定める20種類の感染症です。NTDsは、熱帯、

亜熱帯などの約150の国と地域で蔓延しており、16億人を超える

人々がNTDsにより健康を害していると推定され、毎年数十億ドルもの

経済的損失があるとされています。衛生環境が十分に整っていない

地域や、感染を媒介するベクターや家畜などに接する機会の多い

世界の貧困層がNTDsの影響を受けています。

出典：WHO（世界保健機関） https://www.who.int/news/item/30-01-2023-more-countries-
eliminate-neglected-tropical-diseases-but-investments-key-to-sustain-progress
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5件件 11件件

5件件 17件件
8件件 14件件

5件件 6件件

3件件 4件件

2件件 1件件

ピーター ピオット
ロンドン大学衛生熱帯
医学大学院教授、
欧州委員会委員長 
COVID-19特別顧問

ユッタ ラインハルト 
ルップ博士
小児用プラジカンテル・
コンソーシアム理事会会長、
メルク社グローバルヘルス
研究所所長

北 潔
長崎大学大学院熱帯医学・
グローバルヘルス研究科
研究科長

GHIT Fundは、日本の技術やイノベーション
を最大限に活用し、産学官民のグローバルな
パートナーシップを通じて、顧みられない感染
症に立ち向かうための研究開発を推進する
という極めて重要な役割を担っています。

2022年末に、欧州医薬品庁（EMA）は、就学
前児童における新たな住血吸虫症小児用治
療オプションarpraziquantelの承認申請を受
理し、審査を開始しました。10年以上にわたり
集中的に協働した末に、このマイルストーンに
達成したことを、私はとても誇りに思います。

GHITの功績は研究開発の推進はもとより日
本の感染症領域の研究者のグローバル化、
人材育成にも貢献している点です。
日本と海外の組織の共同研究に投資すると
いうGHITのユニークな点が日本の研究機関
の研究力とパートナーシップをより強化してい
ると感じます。

達 成

達 成

達 成

達 成

達 成

革新的な診断薬へ
の投資

リード化合物探索へ
の投資

非臨床試験への投資

ヒト初回投与試験
（First in Human）
の実施

概念実証
（Proof of Concept）
の達成

規制当局による
薬事承認

R&D 研究開発の推進と製品化の実現

Strategic Plan FY2018-FY2022  

ストラテジックプラン FY2018-FY2022の実績

リード化合物探索

非臨床試験

2023年3月までの
達成目標

第I相試験

第II相試験～
第III相試験

2023年3月までの
達成状況

2023年3月31日時点

日本の製薬業界、
学術界などによる
イノベーションの
さらなる推進

臨床後期案件への
積極的な投資

診断薬

薬事申請

目的 R&Dのマイルストーン
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後期製品開発の加速化

● アカデミア、研究機関、製薬企業、中小企業、国内外のスタートアップ企業など様々なセクターとの国際的な共同研究に
よる製品の共創を促進します。

● 世界的なパンデミックに対処するための日本の技術ネットワークを構築し、技術シーズを発掘します。

イノベーションの加速
～より速く、現地の手に～

GHIT 3.0 Strategic Plan

オープン＆共創的な研究開発を促進

第3期ストラテジックプラン
FY2023-FY2027

薬事申請

製薬業界、
学術界などによる
イノベーションの
さらなる推進

臨床後期案件への
積極的な投資

12件 非臨床試験への投資

5件 リード化合物探索への投資

6件 ヒト初回投与試験（First in Human）の実施

非臨床試験

3件 概念実証（Proof of Concept）の達成第II相試験～第III相試験

第I相試験

3件 規制当局による薬事承認

現地プログラムによる製品化1件

目的
2027年3月
までの目標

リード化合物探索

R&Dのマイルストーン
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GHIT 3.0 Strategic Plan

GHIT 1.0
FY2013-FY2017

GHIT 3.0
FY2023-FY2027

GHIT 2.0
FY2018-FY2022

●  研究開発への持続可能な投資を継続する
ため、様々な投資メカニズムを探索すること
で、限られたリソースを活用していきます。

● コンプライアンスの徹底・意思決定プロセスの
透明化・リスク管理の強化など制度整備の一層
の充実を図ります。

● 持続可能な組織を確保するために適切な人事
管理・財務戦略を推進します。

リソースの最適化 健全なガバナンス・組織運営

製品開発の投資インパクトを最大化

第1期：創成期 
● 官民連携（日本政府×民間企業 ×財団）により日本発で
   国際公共財を創出する画期的な仕組みを構築
● 日本の創薬技術・イノベーションを生かした
   研究開発プロジェクトに着手

第2期：発展期 
● ポートフォリオの積極的な管理。グローバルヘルスに
応用できる革新的技術に積極的に投資し続けることにより、
製品開発パイプラインを前進

● 国際機関との緊密な連携によりアクセスとデリバリーを促進

第3期：収穫期 
● 結核、マラリア、顧みられない熱帯病（NTDs）の製品開発を加速化
● ポートフォリオとリソースを最適化し、製品開発の
投資インパクトを最大化。確実な体制の確保を目指します

● 国内外でのパートナーシップを促進し、化学反応を生み出します

ポートフォリオの最適化

2023.8



アクセス＆デリバリーのための環境整備

トップダウン・アプローチ
製品供給に関する
プラットフォーム構築の推進

パートナーシップで生み出す化学反応

GHIT 3.0 Strategic Plan

低中所得国を中心とした
戦略的パートナーシップの強化

エンド・ツー・エンドの研究開発
アクセス＆デリバリーのエコシステム

● 低中所得国におけるプレゼンスを拡大し、顧み

られない患者さんのニーズに現場で応えていき

ます。

● 研究開発とアクセス＆デリバリーをシームレスに

結びつけながら、活動していきます。
● イノベーション（R&D）からアクセス＆デリバリー

（A&D）までのシームレスな接続を確保するため

に、国連開発計画（UNDP）やその他のグロー

バルネットワークを活用します。

患 者

GHIT Fundは製品供給に向けた
パートナーシップを推進

ボトムアップ・アプローチ 
GHIT Fundが投資する臨床案件に特化した
製品供給戦略を検討 

製品供給（Access & Delivery） 

需要予測 製造
調達・

サプライチェーン 

財務戦略

当該国における薬事戦略 

ポリシー＆アドボカシー 
規制調和、キャパシティ・ビルディング

（UNDP-led Access and Delivery Partnership （ADP）） 

GHIT Fundは製品開発パートナーと積極的に協力し、強固な製品戦略の策定を支援するとともに、製品に特化した戦略的パートナーシップを確立し、

イノベーションを適切かつタイムリーに提供できるようにします。主な検討事項は以下の通りです。
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中谷 比呂樹
慶應義塾大学医学部訪問教授

会長・代表理事

コー ヤン タン
ハーバードロースクール 講師
元世界銀行副総裁兼法律顧問

監事
中村 さおり
平山・流矢・白井法律事務所
弁護士

監事

ピーター ピオット
ロンドン大学衛生熱帯医学大学院教授
欧州委員会委員長 COVID-19特別顧問

副会長

ケイティ アインテルス オウエン
ビル＆メリンダ・ゲイツ財団
顧みられない熱帯病／
製薬業界リーダーシップエンゲージメント
ディレクター

オブザーバー

マヒマ ダトラ
バイオロジカル・イー・リミテッド社
マネージングディレクター

門間 大吉
株式会社国際経済研究所
副理事長

石黒 光
株式会社インスパイア
監査役

監事

アン ヴェネマン
元国連児童基金（UNICEF）事務局長
元米国農務長官

リチャード シーブルック
ウェルカム イノベーション インディペンデントシニアアドバイザー
360Biomedical Ltd CEO
ブリストル大学 王立学会 客員起業家

オブザーバー

赤堀 毅
外務省
地球規模課題審議官（大使）

日下 英司
厚生労働省
大臣官房 国際保健福祉交渉官

トレバー マンデル
ビル＆メリンダ・ゲイツ財団
グローバルヘルスプログラムプレジデント

シェリル ムーア
ウェルカム
チーフ・リサーチプログラム・オフィサー

アステラス製薬株式会社
安川 健司
代表取締役会長

中外製薬株式会社
奥田 修
代表取締役社長 最高経営責任者（CEO）

第一三共株式会社

エーザイ株式会社
内藤 晴夫
代表執行役CEO

塩野義製薬株式会社
手代木 功
代表取締役会長兼社長 CEO 

武田薬品工業株式会社
眞鍋 淳
代表取締役会長 兼 CEO 会長執行役員

クリストフ ウェバー
代表取締役社長 CEO

國井 修
GHIT Fund CEO

専務理事

井谷 哲也
厚生労働省
大臣官房国際課 国際保健・協力室長

Leadership

リーダーシップ

GHIT Fundに資金を拠出している日本政府、財団、民間企業により構成され、評議会と理事会メンバーの選任または解任、定款の変更、決算書類の承認
など、法令または定款に定められた重要事項の決議を行います。 

評議会

グローバルヘルスやマネジメントの領域で豊富な経験を持つエキスパートにより構成され、リーダーシップチームの業務を監督し、重要な規程、中期戦略・年次
計画および予算、投資案件の承認など業務執行に係る重要事項の決議を行います。 

理事会

江副 聡
外務省
国際保健戦略官
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鹿角 契
投資戦略 兼 ビジネスディベロップメント
シニアディレクター

麦谷 英理子
ブランドコミュニケーション
アソシエイトディレクター

浦辺 隼
投資戦略 兼
ポートフォリオディベロップメント & イノベーションズ
アソシエイトヴァイスプレシデント

上村 尚人
大分大学医学部臨床薬理学講座 教授

共同選考委員長

ラルフ クレメンス
ワクチン専門家

アン ミルズ ドゥガン
コンサルタント

共同選考委員長 石井 健
東京大学医科学研究所 教授

小山 裕雄
国立研究開発法人 理化学研究所
環境資源科学研究センター
創薬化学基盤ユニット 基盤ユニットリーダー

カレン L. ミンジ
コンサルタント

矢島 理恵子
スタンフォード大学医学部
SPARKプログラムトランスレーショナルリサーチ
創薬イノベーションディレクター  

ティモシー ジンクス
ウエルカム
感染症対策 責任者

ケン ダンカン
ビル＆メリンダ・ゲイツ財団
Discovery & Translational Sciences部門次長

デニス シュマッツ
元米国メルク・リサーチ・ラボラトリーズ
R&D部門バイスプレジデント
元日本MSD（メルク・リサーチ・ラボラトリーズ）
研究所所長

アナ カリン ティデン
創薬化学専門家

事業や投資戦略の策定、理事会の承認に基づいた戦略の遂行、管理業務の実施、および組織の成長を促進します。

リーダーシップチーム

國井 修
CEO

髙澤 美保
ファイナンス & オペレーションズ
シニアディレクター

関 一恵
エクスターナルアフェアーズ &
コーポレートディベロップメント
ディレクター

治療薬、ワクチン、診断薬における研究開発において豊富な知識と経験を持つ国内外のエキスパートにより構成され、プログラム申請者からの申請書、および
進捗報告書の審査・評価を行い、その結果に基づいて、理事会に対して投資案件を推薦します。なお投資プログラムとの利益相反の可能性を排除するため、
選考委員会には民間企業の役職員を含んでいません。

選考委員会

Leadership

リーダーシップ

酒井 伸
コーポレート・オペレーションズ
アソシエイトヴァイスプレジデント

2023年10月末時点



Funding Partners and Sponsors

資金拠出パートナー&スポンサー

Sponsors

Associate
Partners

Full
Partners

Full
Partners

Full
Partners

Affiliate
Partners

GHIT Fundは、日本政府（外務省、厚生労働省）、国内外の民間企業、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団、ウェルカムが資金を拠出する、日本発の国際的

な官民ファンドです。また、GHIT Fundのミッションに賛同するスポンサー企業からは、資金ではなくin kind（現物）で各社のサービスや役務を提供

頂いています。このように、GHIT Fundは、国やセクターの枠を超えてパートナーシップを組み、グローバルヘルスの課題に取り組んでいます。

2023年8月31日時点

2023.8

外務省 厚生労働省 国連開発計画 ビル&メリンダ・ゲイツ財団 ウェルカム

アステラス製薬株式会社 中外製薬株式会社 第一三共株式会社 エーザイ株式会社 塩野義製薬株式会社 武田薬品工業株式会社

富士フイルム株式会社 大塚製薬株式会社富士レビオ・
ホールディングス株式会社

協和キリン株式会社 Merck KGaA 田辺三菱製薬株式会社 住友ファーマ株式会社

株式会社バーソン・
コーン＆ウルフ・ジャパン Diligent Japan合同会社 リンクタイズ株式会社 森ビル株式会社 モリソン・フォースター

法律事務所
株式会社セールス
フォース・ジャパン

ZVC JAPAN株式会社

政府 財団

民間企業




